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国内での馬伝貧患畜頭数の推移 頭数 

熊本県阿蘇家畜保健衛生所  
 〒869-2612 阿蘇市一の宮町宮地２６３９-１  
 TEL 0967-22-0041 FAX 0967-22-4612 

今年は馬伝染性貧血の検査年で対象は全ての馬※です！ 

 馬伝染性貧血は、家畜伝染病予防法の法定伝染病で、同法に基づいて検査が義務
付けられています。 

 日本では、1970 年代から清浄化が進められており、1993 年以降、感染馬は認めら
れていませんでしたが、平成23 年（2011 年）に宮崎県で野馬である御崎馬の群で感
染が認められ、依然として国内にウイルスが存在することが確認されました。なお、こ
の時の感染馬は淘汰されました。 

  

1993年以降確認されて
いなかったが・・・ 

清浄化対策、馬飼養頭数の
減少により患畜は減少 

レトロウイルス科オルソレトロウイ
ルス亜科レンチウイルスに属する
馬伝染性貧血ウイルス（Equine 

Infectious Anemia Virus、
EIAV）。 

 

病気の名前から想像できるように貧血が主な症状です。
また、特徴的な症状として高熱の繰り返しがみられま
す。図2は実験的にウイルスを接種して観察した病馬の示
す臨床症状をグラフに現したものですが、感染後10日ま
たは2～3週間で体温は40℃～41℃に上昇します。昔は、
体温が40℃をこえたら伝貧と思えといわれていたくらい
です。他の病気でも40℃以上に発熱することはあります

が、伝貧に感染した馬が沢山いた時代には、素直に伝貧
による発熱と考えた方が良かったようです。普通、この
熱は3、4日で解熱します。その後、1週間から10日間隔

で同じような発熱を繰り返します。このような熱形を回
帰熱と呼びますが、伝貧の他にも馬のトリパノゾーマ病
という伝染病でも同じような発熱を繰り返します。この
発熱は2、３回繰り返して終わることもありますが、10

回以上繰り返すこともあります。発熱を繰り返すととも
に貧血の程度が増していきますが、貧血は赤血球が体内
で壊されるのと同時に造血機能が衰えるために起こりま
す。壊れた赤血球は白血球によって食べられ（貪食）、
この白血球のことを担鉄細胞と呼びます。1978年に導入

された寒天ゲル内沈降反応以前の診断法はこの細胞を顕
微鏡で見つけ出すことによって行っていました。しかし
ながら、この細胞は感染馬の血液からいつでも見つかる
わけではないため、検査でかなりの感染馬が見逃されて
いたものと推測されています。 

馬伝染性貧血（法定伝染病）とは？ 
・宿 主：馬、ロバ、ラバなどの馬属   ※馬伝貧は馬特有の病気で、人に感染しません。 

・病 原：体 馬伝染性貧血ウイルス 

・分 布：世界中で発生、日本では平成23 年2 頭発生（宮崎県の御崎馬） 

・感染様式：吸血昆虫の機械的媒介が主、胎盤感染や初乳・乳汁を介しての垂直感染 

       もある。潜伏期間は７～２１日間 

・症 状：一度 ウイルスに感染した馬は、 一生回復することがなく予後不良で、 

     症状としては４１～４２℃の高熱（回帰熱）と貧血を特徴とする致死的伝染病 

・診 断：抗体検査（ゲル内沈降反応、ＥＬＩＳＡ）など 

・対策：予防法および治療法はなく、定期的な抗体検査による摘発した感染個体の 

     淘汰・淘汰のみ 

２頭発生 



病　名 発生地 発生月日 畜　種 型

アメリカ 7月2日～7月4日 家きん H5N2

デンマーク 8月2日 家きん H5N2

高病原性

鳥インフルエンザ
中国 8月25日 家きん H5N６

豚コレラ 韓国 9月4日 豚 ―

９月７日現在

低病原性

鳥インフルエンザ

近隣諸国における悪性家畜伝染病発生情報 

 韓国や台湾など近隣諸国では依然として悪性家畜伝染病が発生しています。地域全体で
衛生水準を上げる事が重要です。 

 防災情報や家畜伝染病発生情報を配信しています。 
 下記アドレスもしくは右のQRコードより、登録用ホームページへ！  

    http://www.anshin.pref.kumamoto.jp/    

毎月20日はくまもと家畜防疫の日 

※検査対象馬及び検査手数料について 

【補足】どんな検査をしているの？ 

馬伝貧の検査は寒天ゲル内沈降反応（左図）により実施 

します。中央のAGという穴には伝貧ウイルスの抗原が、 

そしてPSという二つの穴には伝貧感染馬陽性血清が入っ 

ています。判定は7つの穴と穴のほぼ中間に白く見える線 

が真直ぐか、曲がっているか、お互いに交差しているか 

などを基準にして行います。AGと左右のPSの間には、 

上下に真直ぐ伸びた白線が見られますが、これは抗原と 

抗体が反応してできた線で標準沈降線と呼びます。 

伝貧検査のための血清は1、2、3、4の各穴に入っており、一度に４頭の馬につい
て検査することができます。 

右の写真では、2と3が陽性、1と4は陰性です。 

ただ、この沈降線形成には数日の静置が必要となるため、数日間の検査期間が必
要です。 

☆検査対象馬 

  ・繁殖の用に供し、または供する目的で飼育している雌馬 

  ・種付けの用に供し、または供する目的で飼育している雄馬 

  ・繁殖用の雌馬、種馬と同一施設内で飼育している馬 

  ・競馬法による競馬に出場する馬 

※ただし、疾病その他の理由により家畜防疫員が必要と認めたものについて 
は、検査を猶予することがあります。 
 

☆検査手数料（熊本県手数料条例により次のとおり） 

（１）馬伝染性貧血：１頭につき１２００円 

（２）証明手数料：１件につき４３０円(必要な場合) 


